
現地在住講師による最新情報！ 台湾から始める海外ビジネス HOW TO講座

台湾への輸出貿易セミナー2025

日 時

6月18日 （水）
14:00～1７:00
会場定員２０名 先着順〆切

会 場

参加対象

B･nest静岡市産学交流センター

〔演習室３〕
静岡市葵区御幸町3番地の21

ペガサート７階

TEL：054ｰ275ｰ1655
※オンライン配信有り（後日視聴可）

【主催】 静岡市・島田市・焼津市・藤枝市・牧之原市・吉田町・川根本町
【お問合せ】 事業について： 静岡市産業振興課経営支援係 TEL：054－354－2232

 セミナーについて： 受託事業者 株式会社エフアイジェイ （担当：網本）

amiy@oranging-inc.com

＜こんな皆様の参加をお待ちしています！＞
・既に台湾に向けて事業を行っている方
・以前チャレンジしたが続かなかった方
・海外ビジネスは興味はあるけど輸出なんて難しくて、、と思っている方
・セミナーをきくだけでなく直接自社商品の可能性を講師に質問してみたい方
台湾食品市場の最新情報をお届けし貴社商品の可能性を拡げます！

１４：００～１５：００(第一部)
➣台湾セミナー/日本食品の販売方法

１５：１０～１５：５０ (第二部)
➣現地バイヤー生の声から売れ筋を知る

１６：００～１７：００
➣交流会・質問会

【講師】

桔想國際有限公司 

運営総監COO 網本 友加 

2011年より台湾在住、2012年台湾人パートナー
と共に桔想國際有限公司を台北に設立。日本の
食文化や伝統工芸品のPR、販路開拓、ビジネスマ
ッチングをメインに地方自治体や日系飲食企業を中
心に台湾向けプロジェクトをサポートしている。

JFOODOフィールドマーケター（台湾）
静岡県ふじのくに通商エキスパート
その他、多数実績あり

＊＊ 受講料無料 ＊＊

お申込方法

対象市町（静岡市・島田市・焼津市・

藤枝市・牧之原市・吉田町・川根本

町）に事務所があり、台湾・海外ビジ

ネスに興味がある食品関連企業のご担

当者、海外ビジネス支援事業者の方。

●以下URLまたはQRコードで応募フォームへアクセス

https://forms.gle/h9uw7HiQVTVb7v867

●応募締切：

2025年6月13日（金）

17:00締切 お申込み先→

令和7年度 しずおか中部連携中枢都市圏事業・台湾販路拡大支援事業



令和7年度

台湾 販 路 拡 大 支 援 事 業

実施サポートの詳細について

※参考資料

本セミナーは台湾販路拡大支援事業の一環として実施しています。本事業へのお申込を
された企業は、１年間を通じて無料で以下の台湾進出総合サポートが受けられます。自社
商品を海外へ販路を拡大したい方は、是非お申込みをお待ちしています。

※本セミナーへご参加された方はお申込不要で本サポートを受けることが可能です。

事業内容

<台湾販路拡大支援事業へのお申込み・お問合せ＞

受託事業者：株式会社エフアイジェイ（台湾側協力会社：桔想國際有限公司）
担当者：網本（アミモト）
メール： amiy@oranging-inc.com

「参加希望」とのメールを頂けましたら追って、お申込に必要な情報をご返信します。

✽主催：静岡市・島田市・焼津市・藤枝市・牧之原市・吉田町・川根本町

営業サポート （～20２６年2月末まで）

輸出は継続した長期的な取り組みが重要です。年間を通じて、参加者の皆様の商品情報
を現地バイヤーに紹介し、ビジネスマッチングを行います。台湾バイヤーから引き合いが来
た時もサポートを行います。台湾市場や輸出に関する情報等のお問合せも大歓迎です。

現地テストマーケティング （販売は20２５年１１月頃から1か月間を予定）

台湾現地の店舗・レストランでのテスト販売を通じて、自社商品に対する現地バイヤーの
反応や、輸出に関する問題点等を知ることができます。エントリーされた商品は現地バイヤ
ーの選定を経て、採択された商品は正規通関手続き後、台湾にて実際に販売されます。

オンライン商談サポート （20２５年８月～20２６年2月）

御社商品を現地バイヤーに紹介し、直接オンライン商談をすることができます。日本語での
商談が難しいバイヤーとの商談の際は、中国語の通訳サポートがフォローを行います。
（一昨年、昨年度も３０件以上の商談が実施され、商談が成立し現在も継続的に発注され
ている商品も有ります）

台湾企業との共同商品開発 （20２５年７月～10月を予定）

台湾の食品メーカーの協力を仰ぎ、静岡県食材を使った新商品を使った商品開発を行います。
採択された商品は、現地で製造、販売が行われます。昨年は藤枝市のほうじ茶パウダーが台
湾の老舗製麺企業に採択され、現地でほうじ茶麺として販売されました。（現在も販売中）
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